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1．研究の目的 

交差点を通過する車両は、交通状況、交通量、交差点形状、信号現示時間、交差点の見通しなど様々なこと

に注意しながら運転しなければならない。車両の中には、信号無視などの危険行為を行う車両もある。車両の

危険行為には、信号待ちをしている車両が赤から青に切り替わる前に発進するフライングや、信号が赤に切り

替わってからの無理な進入を行う信号無視がある。本研究は、足利市内の交差点において信号無視台数等の調

査、停止線間距離と信号現示時間の測定を行い、交差点における車両の信号無視等と信号によるドライバーの

意識の関係を明らかにすることを目的とする。 

 

2．調査方法 

足利市の主要幹線道路には、一般国道 293 号線、桐

生岩舟線、足利千代田線、足利環状線、足利館林線など

がある。この主要幹線と市道との交差点の中から、足利

警察署、栃木県安足土木事務所へのヒアリング、及び平

成 22 年度道路交通センサスの交通量調査ポイントを元

に信号機の設置されている交差点を選んだ。調査対象交

差点は図-1 に丸で示す。信号無視車両等の調査方法と

しては、調査対象交差点 6 ヵ所で対象路線の上り、下り

別に青、黄、赤時間等の各現示中に通過した車両台数を

それぞれカウントした。ここで信号無視を定義すると、

赤信号になった時点で、停止線を超えて通過した車両である注）。 

なお、調査対象交差点の八椚町、八幡町の信号機以外は、交通管理センターで管理されているが、黄時間お

よび赤時間の表示秒数は変動しない注）。ストップウォッチを使用し調査対象交差点の信号現示時間の測定を行

っている。調査時間帯は平日の 8 時から 9 時の 1 時間である。 

 

3．調査結果 

信号無視台数等と信号現示時

間の測定結果を表-1 に示す。交

差点名称は通二丁目交差点以外、

明示されていなかったので、図

-1 に示す地名とした。通過車両

台数は大型車を含んだ台数であ

る。停止線間距離は、田中町交

差点のみレーン設定の関係上、

右折専用レーンの長さで測定した注）。 
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 4．分析 

図-2 は、調査対象となった各交差点の上り下り別に

全赤現示時間と通過車両台数をグラフ化したものであ

る。全赤現示時間が長くなるほど信号無視台数が増え

る傾向にある。 

図-3 は停止線間距離が長くなるほど赤信号通過車両

台数が減る傾向が強いことがわかった。 

 図-4 の調査対象交差点は A と B の 2 グループに分け

られ、この 2 グループは歩行者赤・車両青時間（以下、

「PR」と呼ぶ）の秒数に約 3 秒の差がみられた。 

 

5．考察 

交差点におけるドライバーの予測行為に関する先行

研究 2)によれば、歩行者信号を車両信号の黄色信号切替

予測としていることが車両走行データの観測と実験か

ら示されている。また、交通工学的には、一般的に PR

は 1～5 秒の間とされている 3）ことから、先行研究の成

果を援用すれば、図-4 の A グループは、信号無視台数

も比較的小さいため、約 2 秒の PR によりドライバー

が歩行者信号を予備信号的に認識している可能性が高

いことが推測できる。一方，B グループでは約 5 秒の

PR は車両の処理を優先している 3)ことから、予備信号

的機能は発揮されていないと考えられる。 

ただし、図-4、A グループの田中町上り交差点は歩行

者信号を予備信号的に取らえられるにも関わらず、信

号無視車両が 8 台通過している（図-2）。これは、調査

時間として平日の通勤時間帯を選んだため、毎日同じ

交差点を通過する地元のドライバーが多いことによると考える。 

以上から、調査対象交差点において、ドライバーは黄時間、全赤時間が長いほど信号無視を犯しやすいが、

停止線間距離が長い交差点に限って信号無視を控える傾向にあることがうかがえる。一般的に停止線間距離が

長いほど危険とされていることから、本研究の分析結果は、地元のドライバーが経験的に現示時間と停止線間

距離の関係を承知して取っている行動と解釈できる。 
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注）足利警察署へのヒアリング結果 
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